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®

まほろばの里®芸能祭開催
　伝統芸能「延年の舞」の競演

平成平成成成成222222555555年年

12
No.950

《主な内容》
◎町民憲章推進大会が開催されました
◎町の財政状況について
◎除雪にご協力ください
◎冬期間の水道検針について

　11月19日㈫、「まほろばの里®芸能祭　延年の舞競
演」が文化ホールまほらで開催されました。
　室町期より約千年、安久津八幡神社に伝わる「延年
の舞」をテーマに各地に継承される伝統芸能、「高寺
八講」（鶴岡市）、「五箇山のこきりこ踊り」（富山県南砺
市）また、津軽三味線や歌舞伎の「延年の舞」がそれ
ぞれ披露され、約800人の観客は大きな拍手を送りま
した。

人　

口

計 24,915人
男 12,051人
女 12,864人

世帯数 7,552世帯
（11月１日現在）
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《
小
学
生
低
学
年
の
部
》

「
し
ぜ
ん
の
ゆ
た
か
な
町
」

▼
優
秀
／
中
川
碧
人（
二
井
宿
小
２
年
）

　
　
　
　

野
本
大
輔（
糠
野
目
小
３
年
）

▼
佳
作
／
田
村
悠
輝（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

大
野
美
楓（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

島
津
惠
英（
二
井
宿
小
１
年
）

　
　
　
　

山
口
莉
央（
屋
代
小
１
年
）

　
　
　
　

田
中
春
伍（
亀
岡
小
２
年
）

　
　
　
　

西
方
愛
華（
和
田
小
２
年
）

　
　
　
　

細
越
寿
莉（
糠
野
目
小
３
年
）

　
　
　
　

岩
松
沙
耶（
糠
野
目
小
３
年
）

　
　
　
　

鈴
木
ひ
な
た（
糠
野
目
小
３
年
）

最
優
秀

高
畠
町
町
民
憲
章

高
畠
町
町
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
は
、

わ
た
く
し
た
ち
は
、

一
、
自
然
と
歴
史
を
大
切
に
し
、

一
、
自
然
と
歴
史
を
大
切
に
し
、

　
　
　

調
和
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　

調
和
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
温
か
い
心
を
育
て
、

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
温
か
い
心
を
育
て
、

　
　
　

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て
働
き
、

一
、
誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て
働
き
、

　
　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
た
が
い
に
学
び
合
い
文
化
を
高
め
、

一
、
た
が
い
に
学
び
合
い
文
化
を
高
め
、

　
　
　

知
性
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　

知
性
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
郷
土
を
愛
し
若
い
力
を
伸
ば
し
、

一
、
郷
土
を
愛
し
若
い
力
を
伸
ば
し
、

　
　
　

　
　
　

希
望
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

希
望
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
三
日
制
定　

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
三
日
制
定　

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
奥
羽
の
山
な
み
に
い
だ

か
れ
た
天
恵
の
自
然
風
土
と
、
縄
文
の
い
に
し

え
か
ら
の
歴
史
と
文
化
遺
産
を
も
つ
、
ま
ほ
ろ

ば
の
里
の
住
民
で
す
。
先
人
の
き
ず
い
た
す
ぐ

れ
た
基
盤
の
上
に
新
し
い
創
造
を
重
ね
、
う
る

お
い
と
活
力
に
み
ち
た
人
間
の
町
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
高
畠
町
民
と
し
て
の
誇

り
と
責
任
を
も
っ
て
こ
こ
に
５
つ
の
誓
い
を
た

て
、
ゆ
た
か
な
土
の
香
り
と
み
が
か
れ
た
技

と
、
深
い
ま
ご
こ
ろ
が
織
り
な
す
自
治
の
里
を

つ
く
る
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

町
民
憲
章
優
秀
実
践
団
体
お
よ
び
町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
応
募
総
数
１
、１
４
６
点
）

入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、そ
の
後
各
４
部
門
の
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会 
高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会 

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

ぬ
か
の
め
桜
会

　
（
代
表　

我　
妻　　
武　
宣　
さ
ん
）

　

ぬ
か
の
め
桜
会
は
、
高
畠
町
「
最
上
川
桜

街
道
推
進
地
域
検
討
事
業
」
基
本
構
想
に
基

づ
き
、
平
成
16
年
に
こ
の
事
業
の
環
境
整
備

に
お
け
る
実
施
協
力
員
と
し
て
参
加
を
表
明

し
た
方
々
を
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
最
上
川
お
よ
び
支
流

の
河
川
、
河
川
敷
公
園
桜
街
道
等
の
景
観
美

化
を
図
る
た
め
の
維
持
管
理
を
行
い
、
安
ら

ぎ
と
潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

大　

浦　

義　

雄
さ
ん

　
（
和
田
地
区
）

　

長
年
地
域
の
方
々
が
冬
期
間
狭き

ょ
う
あ
い
隘
の
た
め

難
儀
し
て
き
た
、
立
石
・
田
谷
道
路
の
整
備

に
立
ち
上
が
り
、
町
や
議
会
へ
の
要
望
活
動

や
地
権
者
の
説
得
等
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
町
は
平
成
19
年
道
路
改
良
事
業
に
着

工
、
平
成
24
年
12
月
末
の
竣
工
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
田
地
区
区
長
会
長
、

大
石
田
公
民
館
長
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
22
年
か
ら
は
和
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
副
会
長
と
し
て
会
長
を
支
え
、
連
合
会
の

中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
和

田
地
区
の
発
展
と
地
域
づ
く
り
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
畠
小
学
校 

鼓
笛
隊

高畠小学校３年

土
つ ち や

屋　敬
け い た

太
《
小
学
生
高
学
年
の
部
》

「
わ
た
し
の
心
の
ふ
る
さ
と
「
高
畠
」
」

▼
優
秀
／
阿
部
杏
里（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

槇　

夏
鈴（
糠
野
目
小
５
年
）

▼
佳
作
／
寒
河
江
千
畝（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

髙
橋
愛
理（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

渡
部
彩
乃（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

宇
佐
美
真
博（
亀
岡
小
５
年
）

　
　
　
　

大
木
い
づ
み（
亀
岡
小
６
年
）

　
　
　
　

猪
野
愛
佳（
和
田
小
５
年
）

　
　
　
　

大
浦
愛
奈（
糠
野
目
小
５
年
）

　
　
　
　

細
越
千
加（
糠
野
目
小
５
年
）

　
　
　
　

細
越
美
音（
糠
野
目
小
６
年
）

　
　
　
　

小
坂
真
輝（
糠
野
目
小
６
年
）

最
優
秀

高畠小学校６年

宮
みやはし

橋　珠
しゅり

凜
《
中
学
生
の
部
》

「
町
の
制
度
に
助
け
ら
れ
て
」

▼
優
秀
／
伊
藤
実
奈　
（
一
中
１
年
）

　
　
　
　

萩
生
田
真
央（
一
中
２
年
）

▼
佳
作
／
髙
梨
り
の　
（
一
中
２
年
）

　
　
　
　

木
伏
茉
里
奈（
一
中
３
年
）

　
　
　
　

峯　

あ
り
さ（
一
中
３
年
）

　
　
　
　

梅
津
乃
綾　
（
三
中
１
年
）

　
　
　
　

鈴
木
七
海　
（
三
中
１
年
）

　
　
　
　

鈴
木　

繭　
（
三
中
１
年
）

　
　
　
　

鈴
木
智
也　
（
三
中
２
年
）

　
　
　
　

愛
澤
勇
太　
（
三
中
２
年
）

　
　
　
　

中
根
あ
す
み（
四
中
２
年
）

最
優
秀

第一中学校３年

會
あ い た

田　はやの
《
高
校
生
の
部
》

「
郷
土
愛
と
私
の
夢
」

▼
優
秀
／
結
城
彩
佳（
高
畠
高
校
２
年
）

　
　
　
　

遠
藤　

皐（
高
畠
高
校
３
年
）

▼
佳
作
／
高
橋
春
希（
高
畠
高
校
２
年
）

　
　
　
　

平　

真
希（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

山
田
恵
里
花（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

秋
葉
結
衣（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

菅
野　

翼（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

二
階
堂
咲（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

西
村
亜
佑
香（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

竹
田
千
昌（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

濱
田
由
貴（
高
畠
高
校
３
年
）

最
優
秀

高畠高等学校３年

森
も り や

谷　優
ゆ う な

奈

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

文
化
活
動
団
体
の
発
表

　

高
畠
小
学
校
鼓
笛
隊
は
、
学
校
の
創
立

１
４
０
周
年
記
念
事
業
へ
向
け
て
昨
年
度

よ
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
当
日
は
器
楽

ク
ラ
ブ
と
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
高
畠
小
学
校
校
歌
」「
花
は
咲
く
」

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
」

の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
よ
り
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
憲
章

町
民
憲
章

　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

入
賞
者

　
　
　
　
　

入
賞
者

町
民
憲
章

　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

入
賞
者

　

最
優
秀
作
文
に
つ
い
て
は
、
作
品
集
と
し
て
作
成
し
、
中
央
公
民
館
お
よ
び

各
地
区
公
民
館
へ
配
布
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
社
会
教
育
課
ま
で
。
☎
52
４
４
８
７

　

一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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特　　別　　会　　計

会　　　計　　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 執　行　済　額

下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億9024万円 4億608万円 4億1370万円

農業集落排水事業特別会計 6960万円 4755万円 3163万円

特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 9094万円 3526万円 3785万円

飲料水供給事業特別会計 338万円 128万円 119万円

国民健康保険特別会計 30億2876万円 13億2108万円 11億4053万円

介 護 保 険 特 別 会 計 22億2849万円 8億9672万円 8億7491万円

後期高齢者医療特別会計 2億420万円 6037万円 6431万円

訪問看護事業特別会計 1551万円 349万円 620万円

財 産 区 特 別 会 計
(高畠・二井宿・屋代・和田) 1295万円 56万円 237万円

合　　　　計 65億4407万円 27億7239万円 25億7269万円

町　債　等　の　状　況

会　計　名 9月末起債残高 一時借入金
残　　　高

一 般 会 計 92億84万円 0万円

下水道事業特別会計 58億1866万円 0万円

農業集落排水事業特別会計 5億6231万円 0万円
特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 2億1704万円 0万円

飲料水供給事業特別会計 2817万円 0万円

水 道 事 業 会 計 4億6553万円 0万円

病 院 事 業 会 計 32億933万円 0万円

計 195億188万円 0万円

町　有　財　産　の　状　況
平成25年3月末日現在高との比較

区　　　分 25年9月末現在 増　減

土　　　　　地 23,638,025㎡ 6,166㎡

建　　　　　物 95,930㎡ 106㎡

有　価　証　券 489万円 0万円

出資による権利 2億2128万円 △2万円

基　　金　　の　　状　　況
平成25年3月末日現在高との比較

区　　　分 25年9月末現在高 増　　減

財 政 調 整 基 金 4億4051万円 △4253万円

減 債 基 金 1億9247万円 0万円

公共施設等整備基金 7億6246万円 △5999万円

人 材 養 成 基 金 2816万円 0万円

スポーツ振興基金 3638万円 0万円

国民健康保険給付基金 2億4587万円 0万円

地 域 福 祉 基 金 9208万円 0万円

介護保険介護給付費
準 備 基 金 １億2032万円 0万円

財 産 区 基 金
（高畠、二井宿、屋代、和田） 1億4968万円 0万円

そ の 他 7億59万円 6000万円

計 27億6852万円 △4252万円

公　営　企　業　会　計

区　　　分 収　　入 支　　出 差し引き

病院事業会計
収益的収支 12億7479万円 10億5809万円 2億1670万円

資本的収支 8758万円 1億6016万円 △7258万円

水道事業会計
収益的収支 2億6642万円 1億2879万円 1億3763万円

資本的収支 190万円 2488万円 △2298万円

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
平
成
2525
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月
3030
日
）
日
）

　

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
納
税
金

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
納
税
金

や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、
町

や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
、

で
は
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
、

財
産
や
借
入
金
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

財
産
や
借
入
金
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
、
と
い
っ
た
町
の
財
政
状
況
を

の
か
、
と
い
っ
た
町
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
平
成

　

こ
の
度
は
、
平
成
2525
年
９
月
末
現

年
９
月
末
現

在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入歳出予算額歳出出予予算算額額歳出出予予算算額額

111111 億億 99199919 万円万円

歳入歳入 収入済額　55億 838 万円
収入率　　49.2％ 歳出歳出 執行済額　42億 3363 万円

執行率　　37.8％
（単位：万円）

▲仙台駅での「たかはたフェア」▲屋代地区公民館太陽光発電設備の導入

◀
ニ
コ
ニ
コ
動
画
に
よ
る

「
ニ
コ
ニ
コ
町
会
議
」

４

一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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高畠地区 糠野目地区 雪
捨
て
場
の

　
　

ご
案
内

【
利
用
時
間
／
８
時
〜
17
時
】

  

県道高畠・川西線

伊達家の墓

吉島橋

●

夏目橋夏目橋夏目橋

最
上
川

最
上
川

最
上
川

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

取
り
外
し
は
各
集
落
で

その３

その１その２

その４

その６ その５

その７

その８

　

各
集
落
で
除
雪
対
策
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
を

行
っ
て
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
路
な
ど
危
険
個
所

の
安
全
対
策
を

庭
木
は
路
上
に

は
み
出
さ
な
い
で

車
庫
・
玄
関
前
の

除
雪
は
各
自
で

用
水
路
・
道
路
側
溝
に

投
雪
し
な
い
で

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で

防
火
施
設

周
り
な
ど
の
除
雪

　

雪
囲
い
の
杭

や
庭
木
な
ど
の

路
上
は
み
出
し

は
、
除
雪
作
業

の
支
障
と
な
り
、

事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

　

除
雪
後
の
雪
が
道
路
脇
に
押
さ
れ

　

毎
年
、
床
下

浸
水
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま

す
。
用
水
路
、

道
路
側
溝
に
投

雪
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

雪
に
よ
る
浸

水
の
場
合
は
消

防
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

☎
52
１
５
０
５

  

集
落
内
の
貯
水

池
、
消
火
栓
・
ポ

ン
プ
庫
な
ど
の
防

火
施
設
の
周
り
や

ご
み
収
集
所
前
の

除
雪
は
、
各
集
落

で
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

路
上
駐
車
車
両
や
は
み
出
し
車
両

が
あ
り
除
雪
車
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
路
線
の
除
雪

を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

高
畠
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
宿
泊
駐
車
の
方

は
「
夜
間
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。〝
た
っ
た
１
台
〞
が
多
く
の

方
の
迷
惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

除
雪
路
線
が
増
加
す
る
一
方
で
、
雪
押
場
の

確
保
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
除
雪
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
除

排
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
安
全
な
雪
道
を
確

保
す
る
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
は

　

み
な
さ
ん
の
協
力
で

　

子
ど
も
が
水
路
に
落
ち
な
い
よ
う

に
、
危
険
個
所
を
点
検
し
、
目
印
を

　

町
で
は
、
車
道
用
除
雪
車
47
台
、

歩
道
用
除
雪
車
９
台
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
１
台
の
計
57
台
で
、
町
道
を

中
心
に
車
道
２
７
０
㎞
、
歩
道
約
30

㎞
に
わ
た
る
路
線
の
除
雪
に
対
応
し

ま
す
。

　

降
雪
の
際
は
、
交
通
量
の
多
い
順

に
幹
線
道
路
の
一
次
路
線
と
生
活
圏

道
路
の
二
次
、
三
次
路
線
に
分
け
て

除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
車
は
、
朝
３
時
か
ら
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い

時
は
交
通
路
を
確
保
す
る
必
要
か
ら

一
次
路
線
を
早
期
に
除
雪
し
ま
す
の

で
、
二
次
・
三
次
路
線
は
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
雪
押
場
が
な
い

と
、
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
除
雪
で

き
な
か
っ
た
り
、
能
率
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
集
落
内
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
適
当
な
空
き
地

な
ど
を
雪
押
場
に
利
用
さ
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／

　

町
建
設
課
道
路
河
川
係

☎
52
１
１
１
５

　

家
庭
用
除
雪

機
の
普
及
に
伴

い
、
除
雪
作
業

前
後
に
道
路
へ

雪
を
出
す
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

歩
行
者
や
通
行

車
両
が
迷
惑
す

る
だ
け
で
な
く
、

除
雪
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
ず
、
ま

た
、
除
雪
の
仕

　

雪
押
場
と
し
て
利
用
す
る
個
所
の

除
雪
で
邪
魔
に
な
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

問
題
点

苦　

情

要　

望

その９

高
畠
駅
の
駐
車
は

指
定
の
場
所
に

家
の
前
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
各
自

で
除
雪
を
お
願

い
し
ま
す
。

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

上
が
り
も
デ
コ
ボ
コ
に
な
り
、
危
険

な
状
態
と
な
り
ま
す
。
消
雪
道
路
で

あ
っ
て
も
危
険
防
止
の
た
め
、
屋
敷

内
の
雪
は
路
上
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

HIRO

 

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

  

消
火
栓

消
火
栓

消
火
栓

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

は
、
各
集
落
で
取
り
外
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
新
規
の
宅
地
造
成
地
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
春
の
再
設
置
や
除
雪
に
よ

る
砂
利
な
ど
が
入
り
込
ん
だ
場
合
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
各
集
落
で
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

流
・
融
雪
溝

使
用
箇
所
で
は

蓋
を
必
ず
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雪
に
埋

も
れ
や
す
い
施

設
や
障
害
物
に

も
、
赤
布
を
付

け
た
竿
を
目
印

に
付
け
て
く
だ

さ
い
。

　除雪についての要望・問題点は集落ごとにまとめて、
区長さんが代表して除雪ステーションにご連絡ください。
　●期　　間／12月１日㈰～平成26年３月31日㈪
　●場　　所／創造の館 内
　●連 絡 先／☎（52）２０４７ 　℻  （52）２０４８
　●受付時間／午前８時30分～午後５時まで
　　　　　　　※土・日・祝日は、除雪作業中のみの応対となります。

　

各
家
庭
で
事
前
に
整
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら

落
ち
た
雪
な
ど
各
家

庭
か
ら
出
た
雪
は
、

各
自
責
任
を
持
っ
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

排
雪
は
公
設
の
雪
捨

て
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

老
人
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
な
ど
、
除
雪

の
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
地
区
で
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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【１月～３月分は
　　推定料金で納入を】

▶漏水はメーターでわかります
　蛇口を全部しめてパイロット
（銀色）が動いていたら漏水です

漏水していませんか？

〔漏水発見方法〕

雪が降る前に、もう一度　
　メーターを見てみましょう

☆見つけたらすぐに修理を☆

高畠町内の指定給水装置工事事業者
㈲ 安 部 設 備
㈱ ハ ギ ウ ダ
㈲ 二 瓶 設 備
㈲ 県 南 設 備 工 業
荒井金物企業組合
アサヒライフライン㈲
桑 島 管 工 事 店
㈱ 金 子 建 設
ハ マ ダ 設 備
カ イ ヤ 住 設
住器サービス佐藤
㈱ ナ ガ サ ワ
鷲 尾 設 備
前 山 商 事 ㈱
㈲ 近 野 工 務 店
みどり環境建設㈱
㈱ 高 橋 建 設
羽 山 総 合 建 設 ㈱
齋 藤 土 木 ㈱
㈲ 西 方 燃 料 店
㈲ 柴 田 設 備

元山崎
弥生町
元 町
相 森
津久茂
西 町
旭 町
両 組
中島南
上平柳
下海上
下 宿
駅 前
西 町
入生田北
相 森
本 町
西 町
細 越
下和田北
三 軒 屋

☎ 57-2069
☎ 52-3485
☎ 52-3549
☎ 52-1093
☎ 57-3170
☎ 57-5339
☎ 52-2515
☎ 56-2195
☎ 57-5165
☎ 57-2686
☎ 56-2186
☎ 52-2247
☎ 57-4930
☎ 57-3501
☎ 57-4582
☎ 51-1102
☎ 57-2277
☎ 58-0555
☎ 52-4335
☎ 56-2436
☎ 57-3036

凍
結
と
破
裂
を

凍
結
と
破
裂
を

　
　

防
ぐ
の
に
有
効
な
手
は

　
　

防
ぐ
の
に
有
効
な
手
は

転
居
・
転
出
・
転
入
の

転
居
・
転
出
・
転
入
の

　
　
　

届
出
を
忘
れ
ず
に

　
　
　

届
出
を
忘
れ
ず
に

応
急
処
理
は

応
急
処
理
は

（銀色）

※町外指定事業者もあります。

　
メ
ー
タ
ー
検
針
は
、
12
月
上
旬（
12
月
分
）で
最
終
と

な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
積
雪
の
た
め
、
１
月
〜
３
月
分

の
料
金
は
、推
定
料
金
で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

推
定
料
金
は
12
月
分
の
使
用
量
で
算
定
し
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
と
き
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
新
築
・
転
入
な
ど
で
、
使
用
水
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
と
き

●
冬
期
間
は
使
用
せ
ず
、
水
量
が
減
る
と
き
な
ど
、
変

更
を
ご
希
望
の
方
は
、
町
上
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
冬
期
間
料
金
の
過
不
足
は
来
年

４
月
分
以
降
の
料
金
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先
／
町
上
下
水
道
課
業
務
係

☎
52
４
４
８
３

　

気
温
が
零
下
４
度
以
下
に
な
る
と
、

凍
結
に
よ
り
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
が
破
裂
す

る
と
、
た
く
さ
ん
の
水
が
ム
ダ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
水
道
料
金
や
修
理

代
（
自
己
負
担
）
も
か
か
り
ま
す
。

　

特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な
と
き

は
防
寒
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
外
に
あ
っ
て
、
む
き
出
し
に
な

　

っ
て
い
る
場
合

○
北
向
き
の
寒
い
所
に
あ
る
場
合

○
日
照
時
間
の
短
い
所
に
あ
る
場
合

○
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
場
合

○
長
期
間
使
用
し
な
い
場
合

　

お
や
す
み
前
に
必
ず
水
抜
き
栓
を

閉
め
て
く
だ
さ
い
。

○
不
凍
水
抜
栓
使
用
時
は
、
全
開
ま

　

た
は
全
閉
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

開
け
閉
め
が
不
完
全
で
す
と
、
水

　

が
完
全
に
抜
け
ず
、
凍
結
や
破
裂

　

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
防
止
の
た
め
に
常
時
流
れ
た

ま
ま
の
給
水
装
置
も
あ
り
、
思
い
が

け
ず
水
道
料
金
が
高
額
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
使
用
法
に
つ

　

町
内
で
の
転
居
、
町
内
外
へ
の
転

入
・
転
出
な
ど
の
場
合
、
水
道
の
名

義
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
町
上

下
水
道
課
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
冬
期
間
の
異
動
で
精
算
が

必
要
な
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
付
近
の

除
雪
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
て
、
給
水
設
備
工
事
店
に
確
認
し

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
】

　

蛇
口
や
露
出
し
て
い
る
管
（
保
温

管
は
取
り
外
す
）
に
布
や
タ
オ
ル
を

巻
き
つ
け
、
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
お
湯

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
凍
っ
た
部
分

が
解
け
て
水
が
出
て
き
ま
す
。

（
注
意
）
熱
湯
を
直
接
か
け
た
り
、

直
火
を
あ
て
た
り
す
る
と
、
蛇
口
や

水
道
管
が
破
裂
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

【
破
裂
し
た
と
き
】

　

ま
ず
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

な
ど
に
あ
る
止
水
栓
を
止
め
て
く
だ

さ
い
。
止
水
栓
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
止
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
破
裂

し
た
箇
所
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
を
巻

き
つ
け
、
と
に
か
く
水
を
止
め
ま

し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
町
指
定
の
工

事
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

冬
期
間
は
水
道
検
針
を
お
休
み
し
ま
す

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
税
い
た
だ
く
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
は
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
、
町
に
納
め
ら
れ
た

町
税
額
は
22
億
４
２
６
８
万
円
で
、

高
畠
町
歳
入
総
額
の
約
20.6
％
を
占
め

ま
す
。
地
方
交
付
税
に
次
い
で
２
番

目
に
大
き
い
歳
入
項
目
で
あ
り
、
大

変
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
必
要

な
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
自

主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
は
、
そ
の
原
資
と
な
る
収
入
確
保

は
一
層
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
言
わ
れ
る
大
胆

な
経
済
政
策
に
よ
り
、
改
善
の
き
ざ

し
を
見
せ
て
い
る
業
種
も
一
部
に
あ

る
も
の
の
、
地
方
経
済
へ
の
波
及
効
　

町
で
は
、
税
収
納
率
の
向
上
と
滞

納
解
消
を
図
る
た
め
、
期
限
を
過
ぎ

　

滞
納
処
分
に
よ
っ
て
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
差
押
処
分
に
よ

り
社
会
的
な
信
用
を
失
う
な
ど
、
結

果
的
に
滞
納
者
本
人
が
損
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
や
事
業
不
振
、
離

職
な
ど
、
ど
う
し
て
も
期
限
内
に
納

付
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税
の
緩
和

措
置（
分
割
納
付
な
ど
）も
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

放
置
し
て
も
何
ら
解
決
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
、
納
付
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／町

税
務
課
滞
納
整
理
係

☎
52
２
０
５
４

町
税
は

　
　

町
の
収
入
の
20.6
％

公
平
な
納
税
と

滞
納
の
解
消
に
向
け
て

お
気
軽
に

　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

滞納

て
も
納
付
が
な
い
場
合
や
慢
性
的
な

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
滞
納
処
分
（
自
家
用
車
を
含

む
資
産
の
差
押
、
公
売
な
ど
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
税
徴
収
法
第

１
４
２
条
の
定
め
に
よ
り
、
税
務
課

職
員
（
徴
税
吏
員
）
に
は
、
滞
納
処

分
の
た
め
の
捜
査
を
す
る
権
限
が
与

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
預
貯
金
や
給

与
・
売
掛
金
の
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
納
税
で
き
る
環
境
に
あ
り
な
が

ら
納
税
を
怠
っ
て
い
る
場
合
は
、

『
滞
納
処
分
』
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

♢
町
県
民
税　
　
　
　

４
期
分

♢
町
県
民
税　
　
　
　

４
期
分

♢
国
民
健
康
保
険
税　

６
期
分

国
民
健
康
保
険
税　

６
期
分

♢
介
護
保
険
料　
　
　

６
期
分

介
護
保
険
料　
　
　

６
期
分

♢
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
期
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
期
分

＊
納
期
限
は

＊
納
期
限
は
１
月
６
日
㈪
で
す
。

日
㈪
で
す
。

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く
１
月

　

６
日
㈪
に
振
替
な
り
ま
す
。

日
㈪
に
振
替
な
り
ま
す
。

　

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
納
め
忘
れ
て
い
る
税
金
・
保
険

　

料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
一

　

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
納
付
書
が
探
せ
な
い
時
や
金
額

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
各
担
当

課
に
遠
慮
な
く
申
出
く
だ
さ
い
。）

納
期
の
お
知
ら
せ

　
　
【
12
月
の
納
税
等
】

1212
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

1212
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

【
安
全
・
安
心
・
便
利
】な

【
安
全
・
安
心
・
便
利
】な

口
座
振
替
を

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、

町
内
の
金
融
機
関
ま
で
）

町
内
の
金
融
機
関
ま
で
）

軽自動車の差押軽自動車の差押

果
を
実
感
で
き
な
い
現
状
で
す
。

　

一
方
、
生
活
環
境
が
厳
し
い
中
に

あ
っ
て
も
正
し
く
納
税
さ
れ
る
方
か

ら
す
れ
ば
、
滞
納
を
放
置
す
る
こ
と

ほ
ど
不
公
平
感
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
畠
町
は
納
税
に
対
し
誠
意
の
な
い
滞
納
者
に
は

　

国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
滞
納
処
分
を
通
年
行
い
ま
す

　強制執行（差押）によ
り、自宅から財産を引き
上げ公売を行った物件の
一例。
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○
申
告
に
つ
い
て

　

個
人
や
法
人
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
方
（
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
方
、
農
業
を
し
て
い
る
方
、

駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し

付
け
て
い
る
方
な
ど
）
は
、
平
成

26
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）
現
在

で
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産（
構
築

物
・
機
械
お
よ
び
装
置
・
器
具
お
よ

び
備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
）
に
つ

い
て
、
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村

長
へ
の
申
告
が
必
要（
地
方
税
法
第

３
８
３
条
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

へ
12
月
10
日
付
で
申
告
書
等
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
申
告
期
限
の
平
成
26

年
１
月
31
日
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
の

に
申
告
書
が
届
か
な
い
方
や
、
平
成

25
年
に
開
業
な
ど
で
新
た
に
取
得
さ

れ
る
方
は
、
町
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
廃
業
な
ど
で
償
却
資
産
が

な
い
場
合
で
も
、
そ
の
旨
を
記
載
し

て
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

乗
用
草
刈
機
を
お
持
ち
の
農
業
、

造
園
業
、
建
設
業
な
ど
の
事
業
者
、

お
よ
び
個
人
の
み
な
さ
ん
、
小
型
特

殊
自
動
車
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　

乗
用
タ
イ
プ
の
草
刈
機
は
、
ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
な

ど
と
同
様
に
農
耕
作
業
用
車
と
し
て

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
。
農
業
用
、
家
庭
用
の
用
途
に
か

か
わ
ら
ず
農
耕
作
業
用
車
の
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
公
道
を
走
行
し
な
く
と
も
、
登
録

償
却
資
産
の
申
告
をお

忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
建
物

を
取
壊
し
た
と
き
や
年
内
に
取
壊
し

の
予
定
が
あ
る
と
き
は
「
建
物
取
壊

届
」
を
平
成
25
年
12
月
20
日
ま
で
町

税
務
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
で

「
建
物
の
滅
失
登
記
」
が
済
ん
で
い

る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
取
壊
し

を
確
認
し
た
と
き
は
翌
年
度
か
ら
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

届
出
の
用
紙(

建
物
取
壊
届)

は
、
町
税
務
課
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可

能
で
す
。

　

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
得
が

　

必
要
で
す
。

　

町
町
民
課
窓
口
に
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

▼
問
合
せ
先
／

　

町
税
務
課
住
民
税
係☎

52
４
４
７
７

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

償
却
資

建
物
の
取
壊
し
を
さ
れ
た
方
は

　
　
　

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

▼
問
合
せ
先
／

　

町
税
務
課
資
産
税
係☎

52
２
０
７
８

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
引
上
げ
に
際
し
、

消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
を

確
保
す
る
た
め
、
消
費
税
転
嫁
対
策

特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う

な
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
、
総
額
表
示
義
務
の
特
例

税
込
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い

た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
税

込
価
格
に
よ
る
表
示
を
し
な
く
と

も
よ
い
と
す
る
特
例
（
表
示
例
：

１
０
０
円
（
税
抜
き
）
）

２
、
転
嫁
拒
否
等
に
関
す
る
措
置

　

事
業
者
間
の
取
引
で
、
税
率
の
引

き
上
げ
分
の
転
嫁
を
拒
ん
だ
り
、
チ

ラ
シ
や
店
頭
で
転
嫁
を
阻
害
す
る
表

示
（
例
え
ば
、
「
消
費
税
は
転
嫁
し

ま
せ
ん
。
」
等
の
表
示
）
を
規
制
す

る
措
置
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジw
w
w
.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
米
沢
税
務
署
法
人
課

　

税
部
門
・
個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
６
３
２
０

（
※
音
声
案
内
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い
、

「
２
」番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

特
別
徴
収
の
完
全
実
施
を
行
い
ま
す

特
別
徴
収
の
完
全
実
施
を
行
い
ま
す

長
雨
に
よ
る
ぶ
ど
う
の
被
害
が
あ
っ
た
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

長
雨
に
よ
る
ぶ
ど
う
の
被
害
が
あ
っ
た
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

今
年
夏
の
長
雨
で
、
ぶ
ど
う
の
被

害
を
受
け
ら
れ
、
納
税
が
困
難
な
方

で
、
下
記
の
条
件
に
該
当
す
る
方

は
、
町
県
民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
分
農
業
所
得
の
収
支
内

訳
書
な
ど
の
収
入
金
・
作
付
面
積
、

減
収
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
書
類

と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
12
月
24
日

㈫
ま
で
、
町
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
要
件
】

◎
ぶ
ど
う
被
害
を
含
め
た
平
成
25
年

分
農
業
収
入
の
減
収
額
（
共
済
支
払

額
を
控
除
後
の
金
額
）
が
平
成
24
年

分
の
農
業
収
入
の
３
割
以
上
で
あ
る

こ
と
（
作
付
面
積
の
減
に
よ
る
減
収

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）

◎
平
成
24
年
分
の
合
計
所
得
額
が

１
、０
０
０
万
円
以
下
で
、
農
業
以

外
の
所
得
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

町
税
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

町
税
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
の
定
例
議
会
で
町
税
条
例
等

の
改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
改
正

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
公
的
年
金
の
町
県
民
税
の
特
別
徴

　

収
の
方
法

　

年
間
の
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
仮
徴
収
税
額
を
前
年
度
の

特
別
徴
収
税
額
（
年
額
）
の
２
分
の

１
の
額
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
税
額
を
通
知
し

た
後
に
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

や
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
で

も
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
、

特
別
徴
収
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
28
年
10
月
以

後
の
特
別
徴
収
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。

平
成
平
成
2626
年
度
よ
り
個
人
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）

年
度
よ
り
個
人
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）

高
畠
町
は

高
畠
町
は

　

高
畠
町
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
法
令
遵
守
と
納
税
の
公
平
性
を
図

る
た
め
、
特
別
徴
収
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
事
業
所
に
、
平
成
26
年
５

月
に
税
額
通
知
書
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
所
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

特
別
徴
収
と
は
？

　

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
が
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
を
行
う
の
と
同
じ

よ
う
に
、
従
業
員
へ
支
払
す
る
毎
月

の
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
徴
収

（
天
引
き
）
し
、
納
税
義
務
者
で
あ

る
各
従
業
員
に
代
わ
っ
て
、
市
町
村

に
納
付
す
る
制
度
で
す
。

　

源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主

は
、
地
方
税
法
３
２
１
条
の
４
の
規

定
に
よ
り
、
特
別
徴
収
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
税
額
に

つ
い
て
は
、
役
場
で
従
業
員
ご
と
の

個
人
住
民
税
の
計
算
を
行
い
、
事
業

主
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
金
額
を
計

算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

対
象
と
な
る
人
は
？

　

毎
月
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
を
含

め
た
す
べ
て
の
従
業
員
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
退
職
者
ま
た
は
退
職
予

定
者
、
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期
な

方
、
他
の
事
業
主
か
ら
主
た
る
給
与

支
払
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◆ 

メ
リ
ッ
ト
は
？

　

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
金
融
機
関

に
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、
納
め

忘
れ
や
残
高
不
足
な
ど
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
普
通
徴
収
は
年
４
回
で
納

め
ま
す
が
、
特
別
徴
収
は
年
12
回
で

納
付
と
な
る
た
め
、
従
業
員
の
１
回

あ
た
り
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

「簡単な給付措置」をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に

ご注意ください！
　ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）な
どをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、
迷わず、お住まいの市町村や最寄りの警察署（または警
察相談専用電話☎＃９１１０にご連絡ください。

▼
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
先

／
町
税
務
課
住
民
税
係☎

52
４
４
７
７

◎
金
融
商
品
に
係
る
所
得
の
損
益
通

　

算
範
囲
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
の
所
得
計
算
で
は
、
上

場
株
式
の
配
当
、
譲
渡
損
益
が
損
益

通
算
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
特
定

公
社
債
の
利
子
、
譲
渡
損
益
も
加
え

て
損
益
通
算
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
所

得
割
額
を
算
定
す
る
と
き
も
同
様
と

な
り
ま
す
。

税
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油
の
流
出
事
故
多
発
警
報

油
の
流
出
事
故
多
発
警
報
!!!!

　

冬
期
間
は
灯
油
を
使
う
機
会
が
多

く
な
り
油
流
出
事
故
も
多
く
発
生

し
、
社
会
生
活
に
大
き
な
被
害
を
与

え
て
い
ま
す
。
油
の
取
扱
い
に
は
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
油
流
出
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
発

　

見
し
た
場
合
は
、
町
生
活
環
境
課

　

ま
た
は
消
防
署
、
警
察
へ
速
や
か

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
油
流
出
事
故
の
処
理
に
使
用
し
た

　

物
品
等
は
、
現
物
補
償
し
て
い
た

　

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
油
流
出
事
故
に
よ
る
農
業
等
の
被

　

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
損
害
賠

　

償
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
に
は
】

◎
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
の
給
油

　

中
は
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い

◎
タ
ン
ク
や
給
油
管
な
ど
は
定
期
的

　

に
点
検
す
る

◎
落
雪
や
除
雪
時
に
配
管
が
破
損
し

　

な
い
よ
う
注
意
す
る

　

高
畠
消
防
署
で
は
12
月
20
日
㈮
〜

12
月
31
日
㈫
ま
で
歳
末
火
災
特
別
警

戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
気
温
も
下
が

り
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
も
増

え
て
き
ま
す
。

　

暖
房
器
具
等
を
使
用
す
る
際
は
、

事
前
の
整
備
・
点
検
、
安
全
な
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
油

漏
れ
事
故
も
多
く
な
る
季
節
で
す
。

ポ
リ
タ
ン
ク
等
へ
詰
め
替
え
る
際

は
、
絶
対
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
冬
期
間
の
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し

　

た
り
、
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を

　

置
か
な
い
。

・
暖
房
器
具
に
給
油
す
る
時
は
、
必

　

ず
火
を
消
し
て
か
ら
行
い
、
絶
対

　

に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合　

高
畠
消
防
署　

予
防
係　

☎
52
１
５
０
５

　冬季は積雪や路面凍結、悪天候時の視界不良等に
より道路環境が悪化し、危険性が増す時期です。
　早めにタイヤを交換し、ゆとり運転を

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 142（＋20） １（－１） 177（＋21）

南陽市 168（－14） ０（－１） 238（－13）

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成25年10月31日現在の交通事故発生状況

冬の交通安全県民運動
“12月１日㈰～12月10日㈫”

【運動の重点】
◇飲酒運転の撲滅
◇高齢者の交通事故防止
　（歩行者への思いやり運転の励行）
◇５分早めの行動で冬道の交通事故防止
◇エコドライブ実践の励行（ゆっくり発進等）

心がけましょう。
　また、家庭や職場でも飲酒運
転を「しない・させない・許さ
ない」を徹底しましょう！

たかはたかんきょう塾

ぴかぴか大掃除＆おもてなし料理

・ガンコな汚れもこれでピカピカ！・ガンコな汚れもこれでピカピカ！

・換気扇のベタベタがあっという間に取れる！・換気扇のベタベタがあっという間に取れる！

・アロマオイルで殺菌　拭き掃除もさわやか・アロマオイルで殺菌　拭き掃除もさわやか

●申込締切／12月５日（木）　　●参加費／300円

名称・所在地 公募戸数 構 造 等
特定公共賃貸住宅弥生団地
Ａ棟２号室
高畠町大字高畠513番地の６ ２戸

（３DK）

木造２階建
（平成８年度建設）

特定公共賃貸住宅弥生団地
C棟２号室
高畠町大字高畠510番地の１

木造２階建
（平成10年度建設）

●入居資格／前年の収入月額※が15万８千円以上、48
　万７千円以下であること。
●家賃／月額65,000円。なお、表の（ア）（イ）の収入区
　分については、申請により減額されます。
●敷金／入居時家賃の３か月分に相当する額。
●選考方法／申込者が公募戸数を上回った場合は、抽
　選で決定いたします。（抽選日・場所等は申込者に
　通知します）
●申込方法／所定の申込書（町建設課備付）に必要事項
　を記入し、関係書類を添付の上お申し込み願います。
●募集期間／ 12 月３日㈫～11日㈬まで。
●入居予定時期／平成26年１月上旬頃

区分 所得額（月額） 家　賃
ア 158,000円～259,000円 50,000円
イ 259,001円～350,000円 58,000円
ウ 350,001円～487,000円 65,000円

▶各種申込・問合せ先／平成24年分の源泉徴収票（自
　営の方は最新の確定申告書等）を持参のうえ町建設
　課建築住宅係まで　　　　　　　☎（52）１１１４

【特定公共賃貸住宅弥生団地】入居者募集

※収入月額／源泉徴収票（年金を受給されている方について
　は、公的年金等の源泉徴収票）の給与所得控除後の金額（公
　的年金等の源泉徴収票については支払金額）から法に定めら
　れて控除額を減じた額を月額にしたものです。（総収入を月
　額にしたものではありません）自営の方については、確定申
　告書により算定します。なお、この控除金額は申込み人によ
　り異なりますので、事前にお問合せください。

平成 25 年「工業統計調査」にご協力ください平成 25 年「工業統計調査」にご協力ください
　平成25年12月31日 現在で『工業統計調査』を実
施します。この調査は、我が国の製造業の実態を明
らかにすることを目的に、大正９年から毎年継続し
て行なわれている重要な調査で、製造業の国勢調査製造業の国勢調査
とも呼ばれています。
　本調査の結果は、国や地方公共団体の行政施策の
重要な基礎資料として利用されるとともに企業にお
ける生産・販売計画作成等の資料として幅広く利用
されています。調査対象となる事業所には、12 月
中旬より県知事より任命を受けた調査員がお伺いし
ますのでご理解とご協力をよろしくお願いします。

　なお、ご記入いただいた調査票は厳重に管理さ
れ、統計法に基づき秘密が厳守されますので安心し
てご記入ください。

＝住宅・土地統計調査の御礼＝
　10 月１日現在で行われました「平成25年住宅・
土地統計調査」につきましては、お忙しい中調査に
ご協力いただきありがとうございました。ご記入い
ただきました調査票は、県を通じて11月末に国（総
務省）に提出されました。

▶問合せ先／町総務課情報統計係
　　　　　　　　　　　　　　☎（52）１７３４

　高畠町における平成26年度の競争入札等に参加を希望される方で、競争入札参加資格審査申
請をしていない方は、追加登録の手続が必要となります。次により申請書を提出してください。

競争入札参加資格審査申請の手続きについて競争入札参加資格審査申請の手続きについて

○受付期間／平成26年２月３日㈪～２月14日㈮　
　　　　　　（土日祝日を除く）
○受付時間／９時～12時、13時～16時
○受付場所／町企画財政課

※提出書類など詳しい内容をお知りになりたい方
　は、町企画財政課において「競争入札参加資格審
　査申請書提出要領」を用意しておりますので、ご
　利用ください。また、町のホームページでも確認
　することができます。
▶問合せ先／町企画財政課　☎（52）１１１２

汚れを煮る？汚れを煮る？
　　驚きの掃除方法！　　驚きの掃除方法！

年末年始はこれでバッチリ！

お掃除グッズの
プレゼントつき !!

作っておくと便利な

▶申込・問合せ先／町生活環境課環境係☎（52）１２１５
　どちらの会場も同じ内容です。　託児つき（要予約）　どちらの会場も同じ内容です。　託児つき（要予約）

第１回

●日時／12月７日（土）10時～12時
●場所／総合交流プラザ

第２回

●日時／12月６日（金）10時～12時
●場所／生涯学習館

試食メニュー
・塩鮭のマリネ
・大根のしゃかしゃか
・さんまのオリーブオイル漬け
・ゆで鶏
 ※メニューは変更になる場合があります

定員定員4040人
！人！

定員定員4040人
！人！

歳
末
火
災
特
別
警
戒
に
つ
い
て

歳
末
火
災
特
別
警
戒
に
つ
い
て

お・も・て・な・しお・も・て・な・し
料理の試食料理の試食
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